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著者近影 

                             

序
に
代
え
て 

年
号
が
令
和
と
な
っ
て
程
な
く
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

自
粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
無
聊
な
時

間
を
過
ご
す
う
ち
、
折
し
も
米
寿
に

差
し
掛
か
る
自
分
の
来
し
方
が
し
き

り
に
思
い
出
さ
れ
、
ふ
と
記
憶
を
辿
っ

て
み
よ
う
と
思
い
付
く
ま
ま
に
ま
と
め

て
、
令
和
４
年
６
月
３
日
『
わ
た
し
の
昭

和
・
平
成
逍
遥
記
』
（
亜
璃
西
社
）
と
し

て
一
冊
の
本
を
出
版
い
た
し
ま
し
た
。 

        

帯
封
に
は「
た
お
や
か
に
生
き
た
、

兼
業
主
婦
の
三
段
跳
び
人
生
」
。「
放

送
創
成
期
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
、
秘

書
教
育
に
力
を
注
い
だ
研
究
者
時
代
、

そ
し
て
北
の
自
然
を
詠
む
俳
人
と
し

て
生
き
た
後
半
生
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
意
義
を
追
求
し
た
三
段
跳
び
の

人
生
を
、
主
人
公
・
聡
美
の
視
点
か
ら

綴
る
私
の
追
憶
」
と
の
編
集
者
の
紹
介

文
。 決

し
て
自
叙
伝
の
つ
も
り
は
な
く
、

自
分
の
生
き
た
時
代
を
偲
ん
だ
つ
も

り
の
一
冊
で
す
が
、
こ
こ
で
は
実
際
放

送
に
携
わ
っ
た
部
分
を
中
心
に
、
経
験

か
ら
得
た
私
な
り
の
体
験
、
職
能
の
余

波
と
経
緯
を
、
少
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 私
の
三
つ
子
の
魂 

私
は
昭
和
９
年
12
月
６
日
、
北
海

道
旭
川
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

明
治
生
ま
れ
の
両
親
が
結
婚
の
折
、

披
露
宴
の
司
会
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
司
会
振
り

に
父
は
い
た
く
感
心
し
た
ら
し
く
、
後

に
３
歳
頃
の
私
を
胡
坐
に
抱
っ
こ
し
て

「
大
き
く
な
っ
た
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

な
り
な
さ
い
」
と
多
分
、
何
気
な
く
言

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
は
そ
れ
を
素
直
に
受
け
止
め
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
何
た
る
か
も
知
ら
ず

単
純
に
洗
脳
さ
れ
、
そ
の
言
葉
が
三
つ

子
の
魂
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

北
海
道
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
募
集 

日
本
の
民
間
放
送
の
歴
史
は
、
名

古
屋
の
中
部
日
本
放
送
が
昭
和
26

年
９
月
１
日
午
前
６
時
30
分
、
ラ
ジ

オ
の
第
一
声
を
出
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
東
京
で
は
現
在
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の

前
身
、
ラ
ジ
オ
東
京
が
、
同
年
12
月

25
日
に
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。
北

海
道
で
は
Ｈ
Ｂ
Ｃ「
北
海
道
放
送
」
が
、

昭
和
27
年
３
月
10
日
に
ラ
ジ
オ
局

を
開
局
。
そ
の
Ｈ
Ｂ
Ｃ
か
ら「
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ
」
が
流
れ
た
時
、

今
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
か
め

ら
れ
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
い
つ

入
る
か
判
ら
な
い
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
募
集

要
領
の
お
知
ら
せ
を
待
っ
て
、
と
に
か

く
受
け
て
み
な
け
れ
ば
の
一
心
。 

筆
記
試
験
は
北
海
道
大
学
の
大
講

堂
に
数
百
名
、
東
京
会
場
に
二
百
名

余
と
後
で
聞
き
ま
し
た
が
、
当
日
の
８

時
半
頃
、
続
々
と
人
が
集
ま
り
始
め

呆
然
自
失
。
一
週
間
も
過
ぎ
た
こ
ろ
、

Ｈ
Ｂ
Ｃ
本
社
の
廊
下
に
張
り
出
さ
れ
た

一
次
試
験
合
格
者
の
筆
字
の
紙
面
に
、

受
験
番
号

63

番
を
探
し
当
て「
万

歳
！
」。 

音
声
テ
ス
ト
、
面
接
に
進
み
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求
し
た 

兼
業
主
婦
の
三
段
跳
び
人
生 

 

 

 

第 17 回 

元北海道放送（HBC） 

松原 智津子氏 
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ホノルル港をフジカ・シングルエイトで取材 

も
、「
命
運
こ
こ
で
尽
き
る
か
も
」
の
気

持
ち
で
、
実
社
会
の
厳
し
さ
を
初
め
て

知
っ
た
生
ぬ
る
い
私
。 

諦
め
か
け
て
い
た
時
、
会
社
か
ら
健

康
診
断
の
封
書
が
届
き
、
病
院
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
え
っ
！ 

健
康
診
断
に
問
題
無
け

れ
ば
合
格
っ
て
こ
と
？
」 

か
く
し
て
私
は
昭
和
31
年
、
北
海

道
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
採
用
さ

れ
、
三
つ
子
の
魂
が
報
わ
れ
た
の
で
し

た
。 こ

の
年
は「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

で
有
名
な「
経
済
白
書
」
が
出
さ
れ
、

日
本
は
高
度
経
済
成
長
社
会
へ
と
突

き
進
ん
で
行
っ
た
の
で
す
。 

 私
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
第
一
歩 

新
採
用
の
男
性
４
名
、
女
性
３
名
の

新
人
ア
ナ
は
、
日
本
民
間
放
送
連
盟

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
養
成
講
座
第
一
期
生

と
し
て
上
京
。
研
修
会
場
と
な
っ
た
Ｔ

Ｂ
Ｓ
の
会
議
室
に
は
、
全
国
の
新
人
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
20
名
程
、
小
さ
な
ロ
ー
カ

ル
局
か
ら
の
参
加
は
１
名
ず
つ
で
し
た

が
、
地
方
色
豊
か
な
出
会
い
で
し
た
。 

研
修
は
１
カ
月
の
予
定
で
、
毎
日
９

時
か
ら
５
時
迄
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
現
役
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
初
め
て

の
滑
舌
訓
練
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

の
基
本
的
な
音
声
表
現
、
放
送
内
容

ご
と
の
実
習
、
そ
れ
を
理
論
で
は
な
く

実
践
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
、
後
々
ど

れ
ほ
ど
役
に
立
っ
た
事
で
し
ょ
う
。 

帰
札
後
、
ア
ナ
・
ル
ー
ム
の
先
輩
に

よ
る
ス
タ
ジ
オ
現
場
に
即
し
た
指
導
、

東
京
研
修
を
含
む
三
カ
月
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
養
成
は
実
に
丁
寧
に
行
わ
れ
、

「
初
鳴
き
」
は
昭
和
31
年
６
月
の
第
１

週
、
天
気
予
報
で
し
た
。 

 時
は
、
ラ
ジ
オ
の
全
盛
時
代 

入
社
し
た
半
年
は
試
用
社
員
で
初

任
給
は
６
千
９
百
円
、
正
社
員
に
な
り
、

一
挙
に
１
万
３
千
８
百
円
に
な
っ
た
時

は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

入
社
前
年
に
ソ
ニ
ー
か
ら
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
・
ラ
ジ
オ
が
発
売
さ
れ
、
放
送
は

ラ
ジ
オ
の
全
盛
期
。 

「
精
工
舎
の
時
計
が
７
時
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。…

…

精
工
舎
の
時
計
を

ど
う
ぞ
」 

時
報
の
Ｃ
Ｍ
は
す
べ
て
精
工
舎
が
独

占
、
勿
論
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
生
で
読
ん

で
い
ま
し
た
。
一
字
一
句
間
違
え
ず
に

読
む
の
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
で
、

ま
だ「
ト
ー
キ
ン
グ
・
マ
シ
ン
」
の
時
代
、

昭
和
33
年
頃
『
テ
レ
ホ
ン
・
リ
ク
エ
ス
ト
』

を
私
が
担
当
し
た
の
が
フ
リ
ー
ト
ー
ク

の
走
り
で
し
た
。 

深
夜
の『
ア
ン
コ
ー
ル
ア
ワ
ー
』『
Ｊ
Ｂ

只
今
放
送
中
』『
ハ
イ
ウ
エ
イ
ミ
ュ
ウ
ジ
ッ

ク
』
、
公
開
番
組
『
こ
の
声
百
万
ド
ル
』

と
多
忙
の
中
、
昭
和
38
年
、
船
会
社

に
勤
務
の
夫
を
紹
介
さ
れ
、
結
婚
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

昭
和
39
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

境
に
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
、「
ジ

ャ
ル
パ
ッ
ク
」が
登
場
す
る
な
ど
観
光
ブ

ー
ム
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
夫
の

職
務
に
関
連
の
あ
る
大
阪
商
船
三
井

船
舶
が
、
か
つ
て
の
移
民
船「
ブ
ラ
ジ
ル

丸
」
を
ク
ル
ー
ズ
船
と
し
て
運
行
さ
せ

る
に
当
た
り
、
処
女
航
海
に
私
を
招

待
し
た
い
と
夫
に
連
絡
が
あ
っ
た
の
は

突
然
の
出
来
事
で
し
た
。
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
と
い
う
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
の
体

験
を
広
め
る
責
任
は
重
大
で
し
た
が
、

Ｈ
Ｂ
Ｃ
は
社
員
の
特
例
研
修
と
し
て
派

遣
を
許
可
し
て
く
れ
た
の
で
す
。 

電
通
勤
務
の
望
月
雅
子
さ
ん
を
誘

い
、
昭
和
40
年
９
月
４
日
に
横
浜
を

出
航
、
ハ
ワ
イ
へ
10
日
間
、
ホ
ノ
ル
ル
か

ら
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
ま
で
７
日
、
ロ
ス
の

ホ
テ
ル
で
は
既
に
白
黒
テ
レ
ビ
か
ら
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

           

ロ
ス
か
ら
ル
ー
ト
66
を
バ
ス
で
３
泊

４
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
博
へ。 

シ
ア
ト
ル
を
経
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

の
ラ
ジ
オ
局
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
ワ

ン
マ
ン
放
送
が
通
常
ら
し
く
、
長
々
と

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
再
び
ロ
ス
、
ハ

ワ
イ
を
経
て
、
東
京
着
が
10
月
４
日
。 

フ
ジ
カ
・
シ
ン
グ
ル
エ
イ
ト
と
デ
ン
ス

ケ
を
担
い
だ
、
テ
レ
ビ
先
進
国
の
ア
メ

リ
カ
取
材
旅
行
は
、
大
和
撫
子
の
珍
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サンフランシスコにて 電通の望月さん（右）と 

『歌謡オールリクエスト』OA中、新居一芳さん（右）と 『恋のシャロック』のシングル盤 

『恋のシャロック』 

ヒット賞受賞ブロンズ 

2013年2月1日 

作曲家・彩木雅夫（新居一芳）さんと 

道
中
で
あ
っ
た
も
の
の
、
敗
戦
の
日
本

を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
、
息
を
の
む

異
文
化
シ
ョ
ッ
ク
の
体
験
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。 

             

帰
国
後
、
ラ
ジ
オ
制
作
の
新
居
一

芳
さ
ん
と
コ
ン
ビ
で
、
月
～
金
の
昼
帯

『
歌
謡
オ
ー
ル
リ
ク
エ
ス
ト
』
が
ス
タ
ー

ト
。
新
居
ち
ゃ
ん
は
後
の
有
名
作
曲

家
・
彩
木
雅
夫
（
さ
い
き
・
ま
さ
お
）
に

な
る
の
で
す
が
、
新
曲
の
詞
を
私
に
書

け
と
言
う
の
で
、
適
当
に
請
け
負
っ
て
、

若
い
気
分
の
詩
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
が
中
尾
ミ
エ
が
歌
う
『
恋
の
シ
ャ
ロ

ッ
ク
』
と
な
っ
て
、
ビ
ク
タ
ー
の
ヒ
ッ
ト
賞
、

第
19
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
紅
白
歌
合
戦
」
で
放

送
に
な
る
な
ん
て
！ 

思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
で
し
た
。 

                        

                   育
児
退
職
と
天
職
？
復
活 

「
寿
退
社
」
は
一
応
ク
リ
ア
ー
し
た

も
の
の
、
長
男
出
産
の
時
は
、
ア
ナ
・
ル

ー
ム
た
だ
一
人
の
マ
マ
さ
ん
ア
ナ
の
先

輩
に
励
ま
さ
れ
、
二
人
目
の
マ
マ
ア
ナ

に
。 次

男
出
産
に
及
び
、
ま
だ
保
育
所

の
無
い
時
代
、
流
石
に
熟
慮
、
13
年

間
ひ
た
す
ら
楽
し
く
勤
務
し
た
北
海

道
放
送
を
育
児
退
職
し
ま
し
た
。 

毎
日
が
日
曜
日
に
な
り
、
育
児
と

企
業
戦
士
の
夫
の
為
に
主
婦
業
に
専

念
す
る
つ
も
り
が
、
昭
和
43
年
11
月

３
日
、
北
海
道
３
番
目
の
Ｈ
Ｔ
Ｂ「
北

海
道
テ
レ
ビ
放
送
」
が
開
局
、
１
時
間

番
組
『
テ
レ
ビ
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
の
司
会
に

主
婦
感
覚
が
必
要
と
さ
れ
、
何
と
天

職
復
活
、
道
内
初
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
。 

新
局
の
人
材
不
足
応
援
の
為
『
道

民
サ
ロ
ン
』『
四
季
の
経
済
』
な
ど
広
報

番
組
の
他
、
新
人
ア
ナ
の
養
成
も
加
わ

り
、
Ｈ
Ｔ
Ｂ
通
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

昭
和
47
年
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

テ
ー
マ
に
森
英
恵
の
華
や
か
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
た
の
は
１
月

21
日
、
雪
の
夜
。 

私
は
総
合
司
会
を
託
さ
れ
、
上
品

で
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
衣
装
に
目
を
見
張

り
、
い
た
だ
い
た
45
枚
の
デ
ザ
イ
ン
画

を
今
も
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。 

森
さ
ん
は
こ
の
シ
ョ
ー
の
衣
装
を
そ

っ
く
り
パ
リ
で
発
表
し
、
世
界
的
な
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
地
位
を
確
立
し
た
の
で

す
。 
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札幌五輪記念ファッションショー デザイン画 

静修短大チアリーダー資料 

           社
会
人
研
究
者
へ
の
転
身 

フ
リ
ー
ア
ナ
ほ
ぼ
10
年
、「
兼
業
主

婦
」
な
る
言
葉
が
生
ま
れ
、
私
は
45

歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
人

生
の
不
思
議
な
転
機
！ 

『
四
季
の
経
済
』
収
録
後
、
出
演
の

静
修
短
期
大
学
・
和
野
内
崇
弘
さ
ん

（
後
の
同
大
学
学
長
）
か
ら
、
同
校
に

新
設
さ
れ
る「
秘
書
科
」
の
講
師
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
た
の
で
す
。 

「
え
っ
、
こ
の
私
に
い
っ
た
い
何
が
で

き
る
の
か
し
ら…

」 

短
大
と
い
え
ど
も
未
経
験
の
研
究

職
、
教
育
は
片
手
間
に
は
出
来
な
い
し
、

フ
リ
ー
の
仕
事
の
整
理…

。
少
々
の
問

題
解
決
能
力
を
フ
ル
回
転
し
ま
し
た
。 

説
得
さ
れ
、
打
ち
合
わ
せ
の
結
果

「
対
話
演
習
」「
接
遇
実
習
」
と
科
目
が

決
ま
り
、
当
時
、
ま
だ
い
な
か
っ
た
社

会
人
研
究
者
と
し
て
再
就
職
し
た
の

で
す
。 

「
対
話
演
習
」
は
滑
舌
訓
練
か
ら
始

め
ま
し
た
。
話
し
言
葉
の
基
本
は
発
音

で
す
も
の
、
こ
れ
は
大
成
功
。
休
み
時

間
に「
ア
エ
イ
ウ
エ
オ
ア
オ
」
の
声
が
聞

こ
え
て
き
て
習
慣
づ
け
が
で
き
ま
し
た
。 

社
会
現
象
に
ま
で
な
っ
た
秘
書
教

育
の
現
場
で
、
学
生
と
生
活
を
共
に

し
て
、
ま
さ
に
青
春
の
再
来
。
研
究
テ

ー
マ
を「
対
人
行
動
」
に
決
め
て
、
接
遇

に
お
け
る
視
覚
的
、
聴
覚
的
印
象
の

形
成
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。 

授
業
は
も
と
よ
り
、
学
務
、
研
究
論

文
、
学
会
発
表
、
ゼ
ミ
、
就
職
指
導
な

ど
の
初
体
験
は
刺
激
的
で
し
た
。 

学
業
５
年
目
、
私
の
ゼ
ミ
長
だ
っ
た

吉
田
百
合
子
さ
ん
が
、
当
時
、
北
海

道
一
の「
拓
殖
銀
行
」
役
員
室
に
配
属

さ
れ
、
念
願
の
頭
取
秘
書
に
な
っ
た
と

の
電
話
に
は
、
見
事
に
期
待
通
り
で
あ

っ
た
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。 

あ
る
日
、
テ
レ
ビ
で
ア
メ
リ
カ
の
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
が
紹
介
さ
れ
、
学
生
生
活

は
楽
し
く
あ
る
べ
き
と
思
い
、
ゼ
ミ
の

学
生
に
話
し
て
み
る
と「
や
っ
て
み
た

ー
い
」
と
乗
り
気
に
な
り
、
道
内
大
学

初
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
を
結
成
。
ビ
ニ

ー
ル
テ
ー
プ
の
ポ
ン
ポ
ン
作
り
か
ら
始

め
、
す
ぐ
に
学
内
で
大
人
気
と
な
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
ス
タ
ン
ツ
（
技
）
が

出
来
る
ま
で
に
技
術
が
進
歩
す
る
と
、

入
学
式
、
卒
業
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
も
と
よ
り
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
フ

ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ル
、
古
河
電
工
の
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
な
ど
か
ら
応
援
依

頼
が
殺
到
。
今
ほ
ど
人
気
ス
ポ
ー
ツ
に

な
る
遥
か
以
前
の
こ
と
で
す
。 

            

平
成
７
年
に
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

北
海
道
大
会
で
優
勝
、
翌
年
全
国
大

会
で
参
加
50
チ
ー
ム
中
17
位
と
健

闘
し
、
そ
の
時
の
学
生
と
は
今
で
も
ラ

ン
チ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

さ
て
、
当
時
、
学
内
で
年
に
１
名
だ

け
百
万
円
の
研
究
費
が
出
る
海
外
研

修
制
度
が
あ
り
、
私
が
選
ば
れ
た
チ
ャ

ン
ス
に
、
移
民
の
多
い
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
語
教
育
の
現
状
を

視
察
に
、
ひ
と
月
の
間
、
南
米
に
出
か

け
ま
し
た
。 

移
民
一
世
の
方
に
残
っ
て
い
る「
丁

寧
語
」
に
感
動
し
、
小
さ
な「
日
本
語

学
校
」か
ら「
ラ
プ
ラ
タ
大
学
」「
サ
ン
パ

ウ
ロ
大
学
」
ま
で
日
本
語
教
育
に
取
り

組
む
姿
勢
と
、
関
係
者
の
熱
意
に
は

頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。 

こ
の
時
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）が
世

界
的
に
行
っ
て
い
る
日
本
語
教
育
を

知
り
ま
し
た
。 

平
成
８
年
度
の
新
学
期
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
室
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
配

置
さ
れ
、
偉
大
な
文
明
の
利
器
に
よ

り
世
の
中
が
一
気
に
情
報
化
時
代
に

突
入
。 

私
の
守
備
範
囲
を
遥
か
に
越
し
、

時
代
遅
れ
で
ア
ナ
ロ
グ
な
自
分
を
意
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句集『金の針』 

紙芝居講演活動 

識
。
平
成
９
年
３
月
31
日
、
17
年
間

楽
し
み
な
が
ら
も
自
分
を
鞭
打
っ
て

き
た
研
究
者
生
活
に
、
自
ら
潔
く
別

れ
を
告
げ
る
決
意
を
し
ま
し
た
。 

 俳
句
と
言
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

と
私 友

人
に
誘
わ
れ
、
俳
誌
『
風
』
に
入

会
し
た
の
は
、
満
50
歳
の
時
。『
風
』
は
、

日
本
に
名
の
遺
る
俳
人
、
沢
木
欣
一
、

細
見
綾
子
両
先
生
の
指
導
の
も
と
、

会
員
お
よ
そ
３
０
０
０
名
、
句
会
４
５

０
を
数
え
る
、
有
季
定
型
、
即
物
具
象
、

写
生
派
の
大
結
社
で
し
た
。 

綾
子
先
生
の
俳
句
に
心
酔
し
た
の

と「
た
か
が
俳
句
さ
れ
ど
俳
句
」
の
精

神
で
鍛
え
ら
れ
、
句
会
の
無
か
っ
た
北

海
道
に
平
成
４
年
、
札
幌
句
会
を
開

設
、
平
成
９
年
９
月
に
は
沢
木
先
生
の

ご
希
望
で
、
北
海
道
で
初
め
て
、
参
加

３
０
０
名
に
及
ぶ「
風
、
全
国
俳
句
総

会
」
を
行
い
ま
し
た
。 

平
成
18
年
第
一
句
集
『
金
の
針
』

を
角
川
書
店
よ
り
出
版
。
同
年
10
月

１
日
に
タ
イ
ト
ル
句 

 落
葉
松
の
金
の
針
降
る
秋
日
の
中 
 が

、
朝
日
新
聞
の
コ
ラ
ム『
折
々
の
う
た
』

（
大
岡 

信
）
に
掲
載
さ
れ「
北
海
道
の

雄
大
で
し
か
も
繊
細
な
自
然
界
を
詠

む
の
は
、
俳
人
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦

だ
ろ
う
」
と
評
さ
れ
た
の
が
生
涯
の
光

栄
で
し
た
。 

          

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が

一
般
化
す
る
遥
か
前
か
ら
、
日
本
人

は「
知
覚
、
感
情
、
思
考
」
の
伝
達
と
し

て
、「
俳
句
」
と
い
う
共
通
理
解
を
尊

重
す
る「
座
」
の
文
芸
を
伝
承
し
て
き

ま
し
た
。 

俳
句
を
始
め
た
頃
は
、
趣
味
の
域

を
脱
し
な
い
程
度
の
思
い
で
し
た
が
、
マ

ス
コ
ミ
の
世
界
で「
伝
達
」
と「
共
通
理

解
」
の
意
義
を
考
え
た
時
、
五
・
七
・
五

の
最
短
の
言
葉
（
日
本
語
）
で
豊
か
な

内
容
を
伝
え
る
事
の
で
き
る「
俳
句
」

こ
そ
、
我
が
終
生
の
課
題
な
の
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
始
め
た
の
で
す
。 

沢
木
、
細
見
両
先
生
が
亡
く
な
っ
て

『
風
』
は
終
刊
、
継
承
し
た『
万
象
』
で

俳
句
を
続
け
て
40
年
。
私
は
90
歳
に

も
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 民
放
ク
ラ
ブ
と
私 

私
は
、
平
成
元
年
に
北
海
道
民
放

ク
ラ
ブ
に
入
会
致
し
ま
し
た
。 

当
時
は
ま
だ
懐
か
し
い
仲
間
と
久

し
ぶ
り
の
お
喋
り
を

楽
し
む
程
度
の
雰
囲

気
で
し
た
が
、
程
な

く
本
部
か
ら
社
会

貢
献
の
為
に
全
国
的

に「
朗
読
奉
仕
」
の
呼

び
か
け
が
あ
り
検
討

に
入
り
ま
し
た
。 

北
海
道
に
は
既
に

沢
山
朗
読
奉
仕
の
会

が
あ
り
、
競
合
し
な

い
方
が
良
い
と
の
判

断
か
ら
、「
紙
芝
居
」

の
公
演
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。 子

供
の
こ
ろ
紙
芝

居
に
親
し
ん
だ
高
齢

者
の
施
設
か
ら
始
め
る
と
大
好
評
で
、

図
書
館
貸
し
出
し
の
小
型
紙
芝
居
に

不
満
が
出
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
大
型

紙
芝
居
の
制
作
に
取
り
組
ん
だ
の
が

当
時
の
ク
ラ
ブ
会
長
・
和
田
朗
さ
ん
で

し
た 『

日
本
昔
ば
な
し
』
20
冊
を
買
い
揃

え
、
絵
の
描
き
方
を
学
び
、
達
筆
の
解

説
を
書
き
、
ケ
ー
ス
を
作
り
、
傷
み
を

修
繕
し
て
計
67
冊
の
作
品
が
今
で
は
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和
田
氏
の
遺
作
と
な
り
ま
し
た
が
、
ク

ラ
ブ
の
宝
物
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

の「
紙
芝
居
」
と
、「
宗
教
は
救
い

か
恐
怖
か
」
の
勉
強
会
か
ら
始
め
た
講

演
会
活
動
を
、
優
秀
な
後
輩
の
西
野

泰
子
さ
ん
が
後
を
引
き
継
い
で
下
さ

り
、
今
で
は
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
も
多
い
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

そ
の
他
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
」
の
一

般
公
開
、「
旅
行
会
」「
歩
く
会
」「
煌
の

会
」「
日
ハ
ム
（
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
の
応
援
」

な
ど
参
加
す
る
の
に
意
義
の
あ
る
ク
ラ

ブ
の
活
動
が
、
ど
れ
程
老
後
の
慰
め
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

年
々
会
員
が
減
り
寂
し
い
現
状
で

す
が
、
日
本
民
放
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
活

動
、
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
こ

の
一
文
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 松
原 

智
津
子 

略
歴 

（ま
つ
ば
ら
・ち
づ
こ
） 

１
９
３
４
（昭
和
９
年
） 

旭
川
出
身 

１
９
５
５
（
昭
和
30
年
） 

藤
女
子
短
大 

国
文
科
卒 

１
９
５
６
（昭
和
31
年
） 

北
海
道
放
送
に
入
社 

１
９
６
９
（昭
和
44
年
） 

同
社
退
社 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に 

１
９
７
１
（昭
和
46
年
） 

静
修
短
期
大
学
専
任
講
師 

後
に
助
教
授 

１
９
８
５
（昭
和
60
年
） 

俳
誌『
風
』入
会 

後
に
同
人『
万
象
』創
刊 

１
９
９
７
（平
成
９
年
） 

静
修
短
大
退
職 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
研
究
所 

代
表
に 

２
０
０
６
（平
成
18
年
） 

第
一
句
集『
金
の
針
』（角
川
書
店
） 

上
梓 

２
０
２
２
（令
和
４
年
） 

『
わ
た
し
の
昭
和
・平
成
逍
遙
記
』 

（亜
璃
西
社
）上
梓 

翌
年
電
子
書
籍
出
版 

 現
在 俳

人
協
会
会
員
、 

『
万
象
』北
海
道
支
部
長 


